
す
で
に
本
学
会
で
「
生
理
学
か
ら
の
医
化
学
の
分
化
」
「
戦
争
中

の
自
然
科
学
教
育
」
そ
し
て
「
混
乱
し
て
い
る
学
術
用
語
の
カ
タ
カ

ナ
書
き
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。

今
回
は
平
成
三
年
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
「
大
学
設
置
基
準

の
改
正
」
を
ふ
ま
え
て
医
学
あ
る
い
は
自
然
科
学
の
基
本
と
し
て
重

要
と
思
わ
れ
て
い
る
博
物
学
を
リ
尋
へ
ラ
ル
。
ア
ー
ッ
の
観
点
か
ら
見

よ
う
と
思
い
こ
こ
に
そ
の
二
’
三
を
報
告
す
る
ｅ
自
罵
〔
一
；
？
。
‐

旨
ｇ
ｑ
臼
己
昏
の
匡
言
量
］
シ
員
與
弓
一
〕
⑦
の
①
○
冒
黒
暑
旦
冗
臼
融
口
①
い
の
臼
．
‐

討
巽
口
○
ぐ
胃
弔
巨
匡
．
旨
。
．
）
。

博
物
学
は
明
治
に
な
っ
て
古
い
も
の
と
さ
れ
退
け
ら
れ
た
も
の
の

東
京
帝
国
大
学
生
物
学
教
室
と
し
て
残
り
、
動
物
学
・
植
物
学
教
室

と
し
て
活
動
、
植
物
学
の
矢
田
部
、
動
物
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー

師
幾
何
学
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ッ
と
博
物
学

柴
田
幸
雄

ス
両
氏
に
よ
り
日
本
博
物
学
の
し
、
ヘ
ル
を
世
界
的
に
あ
げ
た
が
魚
類

学
の
田
中
氏
を
最
後
に
消
え
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
博
物
学

の
世
紀
）
。

、
わ
が
国
の
中
等
教
育
で
も
昭
和
十
三
年
昭
和
十
四
年
頃
は
は
っ
き

り
と
し
た
博
物
学
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
（
北
野
百
年
史
・
鰄
光

百
年
史
）
、
昭
和
十
五
年
を
さ
か
い
に
変
化
が
承
ら
れ
昭
和
十
六
年
に

は
尚
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
と
は
い
え
大
東
亜
戦
下
の
教
育
改
正

が
あ
り
国
民
学
校
の
発
足
で
中
等
学
校
の
国
定
理
科
は
物
象
、
生
物

と
な
り
博
物
学
は
消
え
て
い
く
（
益
富
・
物
象
鑛
物
学
、
秋
元
・
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
解
剖
手
稿
、
家
永
・
殼
物
文
化
の
起
源
）
。
さ
ら

に
昭
和
三
十
五
年
以
降
（
所
謂
六
○
年
安
保
以
降
）
は
分
子
生
物
学
革

命
と
も
い
わ
れ
、
生
物
学
は
分
類
学
的
な
博
物
学
か
ら
さ
ら
に
は
な

れ
、
現
在
、
動
物
行
動
学
や
動
物
生
態
学
（
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
等
）

に
そ
の
一
端
が
残
っ
て
い
る
（
冨
。
ｚ
＆
ど
の
×
竺
且
ｇ
ン
凰
日
三
の
《

］
○
言
］
元
．
嗣
戸
．
⑦
冨
旦
包
一
》
シ
ロ
目
角
○
号
扁
建
ｇ
〕
８
国
⑦
一
局
ぐ
ざ
昌
旦
向
８
一
○
輯
冒

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
人
類
生
態
学
・
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
吉
田
・
公

衆
栄
養
入
門
、
Ｅ
・
Ｃ
・
ピ
ー
ル
ー
・
数
理
生
態
学
、
内
田
・
動
物
系
統
分

類
の
基
礎
、
今
泉
・
分
類
か
ら
進
化
へ
）
。

他
方
博
覧
会
、
博
物
館
、
図
書
館
（
美
術
館
、
水
族
館
な
ど
も
？
）
の
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発
展
史
も
こ
れ
に
関
連
す
る
が
西
暦
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
年
）
ロ
ン

ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
（
ラ
イ
フ
・
人
間
史
・
叩
・
プ

匡
グ
レ
ス
の
エ
ィ
ジ
）
さ
ら
に
西
暦
一
九
○
○
年
（
明
治
三
十
三
年
）
・
ハ

リ
博
と
な
る
に
つ
れ
日
本
も
こ
れ
に
負
け
じ
と
富
国
強
兵
・
殖
産
興

業
と
も
あ
わ
さ
っ
て
そ
の
発
展
を
示
し
国
内
で
も
明
治
十
年
、
内
国

勧
業
博
が
開
か
れ
て
い
る
。

一
九
○
○
年
の
．
く
り
博
は
世
紀
末
で
も
あ
り
植
民
地
社
会
学
会
議

な
ど
も
開
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
大
英
博
物
館
の
歴
史
な
ど
も
考
え

て
い
く
と
、
探
検
↓
植
民
あ
る
い
は
時
に
は
侵
略
↓
植
民
と
な
り
か

ね
な
い
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
と
併
合
や

日
本
の
事
変
（
シ
ナ
事
変
）
と
戦
争
（
大
東
亜
戦
争
）
の
区
別
な
ど
む

つ
か
し
い
問
題
と
も
な
り
か
ね
な
い
（
中
島
・
幕
吏
松
田
伝
十
郎
の
カ
ラ

フ
ト
探
検
、
間
宮
・
東
腱
地
方
紀
行
、
大
川
・
英
米
東
亜
侵
略
史
）
。

ま
た
昭
和
四
年
の
朝
鮮
博
や
昭
和
六
年
の
台
湾
博
も
そ
の
一
つ
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
同
年
す
な
わ
ち
西
暦
一
九
三
一
年
フ
ラ
ン
ス
で

の
植
民
地
博
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
昭
和
十
五

年
、
す
な
わ
ち
皇
紀
二
六
○
○
年
を
記
念
し
て
万
国
博
お
よ
び
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
理
由

で
開
か
れ
ず
幻
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
万
国
博
覧
会
、

動
物
の
行
動
）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
博
物
学
の
研
究
に
お

い
て
も
探
検
↓
収
集
（
集
輯
）
↓
分
類
と
い
う
所
謂
古
い
が
大
切
な

分
類
学
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
今
教
養
と
か
進
学
課
程
と
か
い
わ

れ
て
き
た
教
育
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

日
本
占
領
下
に
お
け
る
六
三
制
の
導
入
以
来
の
変
革
で
あ
り
旧
制
度

に
お
け
る
師
範
、
高
等
師
範
、
文
理
科
大
学
卒
業
の
教
員
を
中
心
と

し
た
教
育
と
現
在
の
大
学
専
門
課
程
（
教
育
学
部
を
含
む
）
か
ら
の
教

員
に
よ
る
教
育
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
と
も
な
ろ
う
。
こ
の
時

期
に
お
い
て
ふ
た
た
び
博
物
学
的
教
育
の
見
直
し
を
行
な
う
事
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
、
問
題
提
起
を
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
ス
ケ
ル
ト

ン
・
図
説
探
検
地
図
の
歴
史
、
尾
崎
・
書
物
の
運
命
、
国
の
胃
①
⑦
“
圏
滉

顛
巨
○
冒
弓
○
日
日
塵
朋
○
四
日
冒
冒
里
一
豊
津
℃
○
一
○
四
四
屯
目
⑦
色
三
①
○
ｍ
宛
邑
甲

昌
○
且
○
．
冨
○
昌
興
旨
禽
。
合
昌
Ｏ
ｐ
８
匡
降
○
昼
。
巳
⑦
８
一
○
四
）

（
愛
知
医
科
大
学
生
化
学
）
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